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○ 売上高 5期連続の増収
○ 営業利益 11年ぶりの減益
○ 経常利益 4年ぶりの減益
○ 当期純利益 3期連続の増益

※売上高と当期純利益は過去最高
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＜特積み9社＞ 前年比
○日当り物量 97.0％
○営業日数 99.2％（ ▲2日 ）
○Kg単価 103.0％
○実費収受額 134.8％
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○ Kg単価前年比（西濃運輸：一般便）
下期・通期 102.9％
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○ 用車料の増加
・自社戦力の補完

→ 自社のドライバー不足を補完
・用車の増便

→ ドライバーの負担軽減
１運行あたりの運行距離や立寄店の削減など、
長距離便の運び方の変更による増加



9

○ 人財費用
雇用対策の福利厚生施策として株式給付信託を導入
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○ 営業利益
→ 消費増税後の景気後退の影響もあり減益

○ 当期純利益
→ 不動産売却益が特別利益に計上されたこともあり過去最高

○ ＲＯＥ 6.1％

○ ＲＯＡ 3.9％
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○ 営業キャッシュフロー
営業利益の減少

○ 投資キャッシュフロー
不動産売却による資金で、前年を上回る不動産投資を実施

○ 財務キャッシュフロー
株式給付信託（J-ESOP）を含め、100億円を超える自己株式を取得

○ 現金及び現金同等物の期末残高
僅かに減少するも十分な水準を維持 ⇒ 今期の積極的な投資へ
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○ 20/3期 ロジ・トランス施設への投資
＜土地＞
・愛知県あま市 1,760百万円

＜建物＞
・成田支店 2,283百万円
・深川支店 2,123百万円

○ 設備投資の推移 （百万円）

○ 減価償却費の推移 （百万円）

18/3 19/3 20/3
土地 817 2,389 7,581 

建物 6,331 12,953 11,043 

車両 8,038 9,686 8,922 

その他 6,159 9,830 6,461 

合計 21,345 34,858 34,007 

18/3 19/3 20/3

合計 17,775 19,000 20,197
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○ 新型コロナウイルス感染拡大の影響により、経済環境が悪化する
可能性を鑑み、一定の想定を置き、下限数字として業績予想数値を設定

○ 前提は、スライド15に記載
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○ 輸送事業（西濃運輸：一般便）
21/3期 物量×単価の想定

想定 稼働率 日数 単価 物量 伸長率
上期 101.22％ 1.5日 102.33％ 82.23％ 85.17％
下期 100.98％ 1.2日 102.33％ 93.31％ 96.41％
通期 101.10％ 2.7日 102.33％ 87.76％ 90.79％
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○ 幹線費用
最大で年間38,400便の運休を計画

○ 人件費
物量に応じた業績連動給の運用
労働時間のコントロールによる費用抑制
定着を重視して生産性の維持・向上
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○ 減価償却費
21,000百万円（前年 +803百万円）
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16/3期 17/3期 18/3期 19/3期 20/3期 21/3期
（計画）

中間配当 11円 11円 11円 11円 11円 11円

期末配当 17円 16円 19円 21円 28円 未定

年間配当 28円 27円 30円 32円 39円 未定

配当性向 29.5% 29.3% 29.4% 30.5% 30.6% 30.0%

配当総額(百万円) 5,572 5,325 5,977 6,541 7,855 未定

○ 配当推移
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